
 

 

 

令和７年４月25日（金） NO.1   文責：尾留川 聡 

The Most Basic of the Basics 
 改めまして、この４月に着任した尾留川（びるかわ）です。校長という職に就くのは初めて

であり、すべて手探りの状態ですが、生徒の皆さんにとって、そしてみんなを支える先生方

にとって、「良かれ」と思うことをやっていこうと思っています。 

そして此度その一環として、校長通信なるものを発行してみようかと考えました。なぜ

か？…それは、皆さんにぜひ早く伝えたいなと思うことができたからです。 

その伝えたいこととは・・・私が朝昇降口前に立っていると、皆さんがきちんと挨拶をして

くれるので、そのことを私がとても嬉しく、とても誇らしく感じている、ということです。 

「挨拶なんて簡単なことだし、基本中の基本じゃん！」と思う人もいるかもしれません

し、実際そのとおりだと思います。しかし世の中、簡単だからこそ、或いは基本中の基本だ

からこそ、蔑ろにされてしまうということがよくあるのです。ですから、その基本中の基本が

しっかり行えているということが、嬉しいのです。 

ところで、挨拶は何の基本中の基本なのでしょう？…それは、「コミュニケーション」の基

本中の基本ということです。今の世の中、「コミュ力」というものは、最も必要とされるスキ

ルだと断言してもよいかもしれません。その基本中の基本をしっかりと身につけ、人間関

係が円滑になっていく実感を持ってもらいたいなと思います。 
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また、挨拶に加えて、「遅刻の撲滅」ということも先生方は強く掲げています。始業式で

もこのことについて話があったはずです。なぜ先生方はそこに拘るのか？・・・挨拶と同

様、「時間を守る」ということは、世の中で生きていくための基本中の基本であることを、

我々大人は、よくわかっているからです。 

しかし皆さんには、そこからさらに一歩進んだことを求めたいと思います。それは、単に

「時間を守る」だけでなく、いかに余裕を持って行動するか、ということです。 

その点で言うと、私は常に自分の中で「“早い”は“誠意”」というモットーを掲げてい

ます。例えば「来週までに提出してください」と伝えたとき、すぐ翌日に持ってきてもらえた

ら、とても嬉しいものです。こちらの指示を真摯に受け止めてくれているんだなということ

が実感できます。つまり、「誠意」が感じられます。実際、提出が早く揃えば、それだけ作業

が早く行えて非常に助かるものです。このことを理解していますから、私は誰かから何か

を依頼されたら、できる限りそちらを優先して、早く対応するように心掛けています。 

出勤時間や、何かしらの集まりなどでも、「余裕を持って」ということを意識しています。

「先んずれば制す」「先手必勝」とよく言われますが、逆に言うと、スタートでいきなりドタバ

タしてしまったら、それはもう「敗色濃厚」を意味するのでしょう。 

単に「間に合えばよい」というレベルからのステップUP↑をぜひ試みてください。 

 


